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騒音規制法第8条第1項 

振動規制法第8条第1項 
の規定により、騒音の防止の方法の変更について、次のとおり届け出ます。 

 

 

 
工 場 又 は 事 業 場 
の 名 称 
 

○△□○工業㈱守口工場 
電話 （6992）○○○○ 

※ 整 理 番 号   

 
工 場 又 は 事 業 場 
の 所 在 地 
 

守口市南寺方東通○-○-○ ※ 受 理 年 月 日 

年  月  日 

△騒音の防止の方法 

変 更 前 変 更 後 ※ 施 設 番 号   

別紙のとおり 

 

※ 審 査 結 果   

※ 備 考   

  
備考  1 騒音の防止の方法の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用

すること。また、変更前及び変更後の内容を対照させること。 

    2 ※印の欄には、記載しないこと。 

    3 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本工業規格A4とすること。 

    4 氏名(法人にあつてはその代表者の氏名)を記載し、押印することに代えて、本人(法人にあつてはその

代表者)が署名することができる。 

 

 

    ※  次のページに続きます

届出対象の法

以外は線で消

して下さい 

み ほ ん 

次のページに「別紙（騒音

の防止の方法）」のみほん

を掲載しています（参考に

してください） 



別  紙 （騒音（振動）の防止の方法） 

 

変更前 

 

  防音設備が無い状態であった 

   敷地境界線Ａ地点での騒音測定値 ７８ｄｂ 

 

                       Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更後 

 

  鉄製防音カバー（○○社製）厚み10m/mで全面を覆うことで機械音が低減される。 

  工場全体に吸音パネル（○○社製）を設置することで敷地境界線で規制値を満足させる。 

   敷地境界線Ａ地点での騒音予測値  ６０ｄｂ（予測値計算書:別添○のとおり） 

 

                        Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 工場又は事業場の付近見取り図、敷地内の建物等の配置図、特定施設の設置場所の平面図（変

更前後が解るように図示してください（変更個所を明示してください）） 

※ 騒音を防止するために行った措置を記載してください。 

※ 講じた措置について具体的な内容を詳しく、分かりやすく記載するとともに、カタログ、詳細

図、効果を表す書類を添付してください。 

※ 設置前・後に騒音値を測定している場合は、その数値並びに測定機関の証明事項（計量証明）

等のコピーを添付してください。 

鉄製（厚さ

10m/m)ｶﾊﾞｰ 

内側に吸音パネルを

設置する 

み ほ ん 


